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研究主題 主体性を高める専門教育のあり方

Ⅰ 主題設定の理由

１ はじめに

、 （ ）教育課程実施状況調査や国際数学・理科教育調査 ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査 ＰＩＳＡ

等の近年の全国的・国際的な調査結果からは、我が国の子どもたちには判断力や表現力が十分に

身に付いていないこと、学習意欲が必ずしも高くないこと、学習習慣が十分に身に付いていない

こと、人やものとかかわる力が低下していることなどが指摘されている。また、高い失業率、フ

リーターやニートとよばれる若年者の増加など、若者の勤労観・職業観についても各方面から課

題が指摘されている。

中央教育審議会答申（平成 年 月）では 「これからの未曾有の激しい変化が予想される社15 10 、

会においては、一人一人が困難な状況に立ち向かうことが求められるが、そのために教育は、個

性を発揮し、主体的・創造的に生き、未来を切り拓くたくましい人間の育成を目指し、直面する

課題を乗り越えて生涯にわたり学び続ける力が必要である」としている。このために「子どもた

ちに求められる学力は、知識や技能ももちろんのこと、これに加えて、学ぶ意欲や、自分で課題

を見付け、自ら学び、主体的に判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力である」と

している。

学習指導要領では 「学校の教育活動を進めるに当たっては、各学校において、生徒に生きる力、

をはぐくむことを目指し、創意工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で、自ら学び自ら

考える力の育成を図るとともに、基礎的・基本的な内容の確実な定着を図り、個性を生かす教育

の充実に努めなければならない」としている。このことは、専門教育において、個に応じた指導

の一層の充実を図る中で、職業に関する基礎的・基本的な知識・技術の習得と柔軟な創造力や主

体的な課題解決力の育成を図っていかなければならないことを意味している。

専門高校は、勤労観・職業観を培い、職業生活に必要な専門的知識や能力を身に付け、我が国

の産業経済の発展へ大きく寄与し、職業人の育成などの面で重要な役割を果たしてきた。専門高

校の教育の特長は、実験・実習に多くの授業時間をあて、インターンシップなど職業につながる

実際的・体験的な学習を重ねながら、勤労観・職業観の意識を高めていくところにある。将来の

就職や進学に生かされる専門教科の学習は、生徒の目的意識を明確にし、ものづくり等の実践は

課題解決能力を涵養し、資格取得への挑戦は生徒の向上心をはぐくんできた。専門高校は、この

ような実践を通して、そこで学ぶ生徒による個性の発揮や自己実現の達成や誇りをもつことの大

切さを教えている。さらに、社会とのかかわりや社会的な責任を果たすことの重要性、豊かな感

性や創造性を養う総合的な人間教育の場としても機能している。私たちは、今後も専門高校にお

けるこのような役割の重要性に鑑み、専門高校に学ぶ生徒たちに対し得意な分野での技術や技能

を身に付け、自らの勤労観・職業観を確立し、誇りをもって社会で活躍することを目指し、教育
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活動を営む必要がある。

今日の私たちを取り巻く環境の変化、とりわ

け科学技術の高度化、情報化、国際化、少子高

齢化等の社会や経済の変化は、産業構造・就業

構造の変化をもたらし、専門高校における教育

を取り巻く状況を変化させた。中学校卒業後に

高校に進学する者の割合が ％を超える現状の96

中、図１に示すように、中学校２年次の学科別

進学希望調査によると、商業科や工業科への進

学を希望する割合は５％前後である。また、中

（ ） 、学校３年生の入学試験直前の調査 図２ から

普通科と比較し、商業科や工科への志望倍率が

低く入学しやすい状況となっている。

一方、平成 年度における都立高校の商業科17

・工業科に学んでいる生徒数は、表１に示すよ

うに 人で、全都立高校生徒数の ％に20,542 15.1

あたる。このことは、商業科や工業科などの専

門高校を十分に検討することなく、入学しやす

いなどの理由から受験する学校を決めている生

徒がいる可能性を示しており、専門高校で学ぶ

ことの意義や明確な目的意識がないまま専門高

校に進学する生徒が一部にいると考えることが

できる。学校現場では、専門的な知識や技術・

技能を学ぶ意欲や目的意識をもてない生徒も一

部にみられ 「学習意欲がわかない 「学習の目、 。」

的が分からない 」という生徒の声を聞くことも。

ある。また、図３に示すように、専門学科は、

普通科よりも中途退学する割合が高く、専門高

校はその対応策を積極的に講じる必要がある。

このような状況の中で、私たちは生徒の学習

意欲を喚起し、学習を受け身でとらえている生

徒たちが専門教育を通じて主体的に課題に取り

組んだり、参加したりするためにはどのような

働きかけが必要なのかを考えた。そこには何ら

かの教員の働きかけが意図的・計画的に行われ

ていなければならない。

そこで、本部会では専門教育のもつ実践的な

指導内容や、実社会と深く結び付いた具体的な

生徒数 （比率）

136,069 100.0%

106,775 78.5%

農業 2,529 1.9%

工業 11,519 8.5%

商業 9,023 6.6%

水産 107 0.1%

家庭 955 0.7%

情報 227 0.2%

その他 1,099 0.8%

小計 25,459 18.7%

3,835 2.8%

（平成17年度　東京都学校基本調査報告）
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表１ 都立高校における学科別生徒数

都立高校に関する意識調査(平成９年度）
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図１ 中学校２年次学科別進学希望調査

図２ 都立全日制都立高等学校志望倍率の推移
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教育内容を生かし、生徒の学習に対する興味・

関心を高め、職業や自己の将来について考えさ

せる授業を展開する中で、生徒の主体性をより

高めるための研究を行うこととした。そこで、

研究の主題を学習指導要領の趣旨や、専門高校

の生徒の実態を踏まえ 「主体性を伸ばす専門教、

育のあり方」と設定した。

２ 研究の方法

、 。都立高校生の６人に１人が専門教育を受けている現状があり その役割の重要性がうかがえる

そのうち、農業科・工業科・商業科の生徒数は、 人で、専門教育を主とする学科に学んで23,071

いる生徒数の ％に相当する。それぞれの学科は特色をもっており、専門教育の指導方法にお90.6

いてもそれぞれ創意工夫を凝らした指導を展開している。このことを踏まえ、各学科からなる研

究グループをつくり、学習に対する興味や関心が十分に引き出されていない生徒や授業に対する

姿勢が消極的な生徒に焦点をあて、専門教育の特色を生かす授業を展開する中で、生徒の意識の

変容を促し、学習に対する主体性の伸長を図るための、専門科目の効果的な指導方法について仮

説を立て検証することとした。

本部会では、生徒の主体性を伸ばす専門教育のあり方について、そのアプローチの方法を

①指導法、②資格取得、③教材研究の３つのグループに分けて研究を進めた。各グループ

は、それぞれに課題を設定し、それらの課題を解決するための仮説を立て、アンケート調

査及び検証授業を行うことで仮説を実証することとした。指導法、資格取得、教材研究の

３つのグループは、個に応じた指導の一層の充実を図ることを前提に以下の研究仮説を設

定した。

ア 指導法グループ

専門高校では、職業をテーマとした指導を展開する中で、自らの学ぶ目的を認識させ、

働くことについて自ら考える力をもたせることにより、自己の将来や職業について考える

姿勢が培われ、生徒が主体的に授業に取り組もうとする意識が高まるであろう。

イ 資格取得グループ

資格取得の指導において、学習内容と職業との関連性や将来の職業選択に及ぼす影響等

について、考えさせる指導を工夫し展開することで「働くこと」への関心や学習意欲が高

まり、生徒の主体性を増すことができるであろう。

ウ 教材研究グループ

教材作成において、生徒からの情報や発想を題材とし教材化することで、授業内容に関

心をもつとともに、指導内容に対する評価的視点が培われ、学習に対する主体性が高めら

れるだろう。

図３ 都立高校における学科別退学率
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Ⅱ 実践事例１ －主体性を高める指導法の研究－

１ 研究仮説

専門高校では、職業をテーマとした指導を展開する中で、自らの学ぶ目的を認識させ、働

くことについて自ら考える力をもたせることにより、自己の将来や職業について考える姿勢

が培われ、生徒が主体的に授業に取り組もうとする意識が高まるであろう。

２ 研究仮説設定理由

専門高校は戦後の高度経済成長期において、中堅技術者や会計部門の事務職員等の養成と

いう産業界のニーズに応じた職業教育を行ってきた。しかし、Ⅰの主題設定でも述べたよう

に、現在の専門高校に入学してくる生徒の一部には、目的意識が明確でないなど、学習に対

する準備が不十分なものもいる。また 「専門高校検討委員会報告書（東京都教育委員会平、

成14年５月 」によると、専門高校は普通科高校に比べ中退率が高い傾向にあり、考えられ）

る原因として次の３点を指摘している。

① 進路の選択に際し、身に付けるべき知識・技術に重きを置かず、学力により高校を選

択する傾向が強いこと。

② 入学時の基礎学力が不足し、規範意識が欠如している生徒が少なくないこと。

③ 普通科から志願変更をして入学する生徒も多く、目的意識をもてず、安易に退学を選

んでしまう生徒も多いこと。

また、専門高校の現状は「各専門高校の教職員はそれぞれの学校において日々の努力を積

み重ねているにもかかわらず、入学希望者数・受験倍率・中退者数・進学者数など、どの分

野においても、普通科高校との比較はもとより、専門高校の間でも大きな差が出ている。高

校への進路選択が学力に大きく左右される状況もあり、思うように改善が進まず苦労してい

る学校も少なくない。各専門高校の在学生徒の実態は多様であり、どの高校においても画一

的な学習内容を実施するのでは効果は上がらない。さまざまな状況に対応した質の高い特色

ある教育活動の展開が求められる 」とも指摘している。。

専門高校では、自分の将来や職業について十分に検討することもなく、専門高校で学ぶ目

的を見いだせずに入学してくる生徒も少数いる。その結果、学習に対する態度が消極的にな

ったり、将来の目標や希望する進路が見付けられず、悩みながら学校生活を送る生徒が増え

ていると思われる。

このような現状における課題として、私たちのグループでは、これまでの学習指導は、明

確な目的をもった生徒を対象に専門的な知識と技術の習得を中心に行ってきたが、一方で目

的を見いだそうとする生徒に対し、専門高校で学ぶ目的や将来の目標について考えさせる計

画的な働きかけが十分になされていなかったのではないかと考えた。

私たちは、以上のような状況をもとに、教科・科目の指導に職業をテーマとした題材を

取り入れ、何のために学ぶのか、自分はどのような職業に就くのかなどについて考える授業

を計画し展開する。その中で、生徒が自己を振り返る機会を設けることにより、自ら考える



- 6 -

姿勢が培われ、結果的に生徒の主体性が高められるのではないかと考えた。また、専門高校

における専門科目は実際の職業と何らかの結び付きをもっているので、農・工・商部会の研

究テーマとしても適切なものと判断した。以上の理由からグループにおける研究仮説を前出

のように設定した。

３ 研究の方法

本来であれば、学習に対する主体

性の変化を確認するにはある程度の

時間が必要だと考えられるが、本研

究で実施できる検証授業は数回であ

り、行動の変化としてとらえるには

。 、 、無理がある そこで この研究では

生徒の授業に取り組む姿勢等の変化

をとらえ、仮説を検証することとし

た。以下にその概要を示す。

(1) 検証授業のねらいを次の２点とし、

それぞれ授業計画を立案し実施する。

ア 各学校で行われている様々な指

導と、社会人として高校生に求め

られている資質や能力について、

生徒一人一人が理解し、専門高校

で学ぶことの意味について考える

機会とする。

イ 「１３歳のハローワーク （村上」

龍著、幻冬舎）を教材に、働くこ

との意味や生徒自身の責任で職業を選択することの意味を生徒一人一人に考えさせる。

そのことで、各自が職業を選択する時期にあることや希望する職業に就くために何が必

要なのかなど、各自の目標をもつきっかけとする。

(2) 検証授業前に「授業に取り組む姿勢」についてのアンケート（図１）を実施する。検証授

、 、業の前にアンケートを行い これまでの授業に対する状況を踏まえた内容で回答するように

生徒に説明を行う。

( ) 「社会人の常識について考える 「職業について考える」をテーマに検証授業を実施し、3 」

職業観について生徒と考え、各自の学校生活を振り返る時間を設ける。

(4) 検証授業実施後に 「授業に取り組む姿勢」についての２回目のアンケートを実施し、１、

回目のアンケート結果と比較検討を行う。

(5) 生徒の専門科目に対する意見等を分析し、学習に対する主体性の変容を評価する。

図１ アンケート用紙

１．下記に学年、組、番号等を記入して下さい

　　　（　　　）年（　　　）組（　　　）番　　名前（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　授業科目名　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　実施日　　平成１７年（　　　）月　（　　　）日（　　　）曜　（　　　　　）時間目

２．アンケート

 ａ．あなたの授業に取り組む姿勢を聞きます

次の質問項目について　はい ・ いいえ　のどちらかを選択して○をつけて下さい

番号

1

2

3

　　A 強くそう思う　B だいたいそう思う　C あまりそうは思わない　D 全くそうは思わない

番号 A B C D

1

2

3

4

5

6

 ｂ．自由意見

授業の内容に関連した仕事に興味をもった

　生徒の皆さんは、このアンケート項目に回答することにより、自分自身の授業に取り組む姿勢と職業に対する考え方を見
つめ直す機会にするために、真面目な態度で回答してください。
　なお、回答内容が、あなたの成績に影響することはありません。

授業を受けて充実感が得られた

　　　　次の質問項目について下の選択群Ａ～Ｄの当てはまるもので回答し、所定の欄に○を記入して下さい

授業の内容を理解しようとした

授業に意欲をもてた

学習した内容が身に付いた

　　　　質　問　項　目

はい

いいえ

いいえ

　　　　「授業に取り組む姿勢」についてのアンケート

　　　　質　問　項　目

授業に必要なものを準備した

　例）
　　　　・将来どのような職業に就きたいか
　　　　・専門教科で学んだ内容が、どのような場面で自分の役に立つと思うか
　　　　・授業を通して考えたこと
　　　　・授業に対する前向きな意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などを書いて下さい

はい

はい

授業の始まりの時間を守った

服装の規定を守った

授業に興味をもった

いいえ
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４ 実践研究

(1) ５校における検証授業

グループのメンバーそれぞれが、検証授業のねらいを踏まえ、授業計画及び指導案を作成

し、次のような授業を行った。

ア 工業高等学校A
① 検証授業実施校とアンケート対象生徒数

工業高等学校 全日制課程（65名）A
② 実施科目 「デザイン史」

「 」 「 」、 「 」 「 」③ 授業単元 第２節 古代 第４ ローマ 第３節 中世 第１ 初期キリスト教文化

④ 授業の構想 本単元では、古代ギリシャ

に続いて古代ローマにおける造形的特徴に

ついて学習する。全体を通して、各時代の

特徴的な造形が発生した要因となる文化や

社会制度、実際の制作に携わった人々の職

種や制作方法などについて触れ、職業とい

う考え方が現代社会にも通じていることを

理解させる。あわせて、働くという行為が

人間にとって重要な要素であることも説明

し、職業とのつながりから専門教科への関心をもたせ、学習意欲の向上を図ることを目的

とする。

⑤ 指導計画 単元総時間数４時間

第４「ローマ （３時間 、第１「初期キリスト教文化 （１時間）」 ） 」

単位 ２単位（毎週、日本と西洋を１時間ずつ実施）

⑥ 授業回数と指導項目

表１ Ａ工業高校の単元の指導項目

授業回数 指 導 項 目

１時間目 ・第１回目のアンケート実施

・ １３歳のハローワーク」の提示「

・エトルリア美術、ローマ帝国

２時間目 ・ ローマの代表的な建築物」「

建築手法、技術、そこに従事した人々の職業について説明
現代の建築技術との比較、当時との違い

３時間目 ・ ローマの住まいと暮らし」「
なぜローマに人が集まったのか
ローマではどんな仕事を獲得したのか
住居の種類 職業意識

・ 初期キリスト教文化」「
４時間目 今、当時の文化を学ぶことができる理由：復元技術について

愛知万博「サツキとメイの家のつくり方の」紹介
時代考証の重要性について説明

・第２回目のアンケート実施

図２ Ａ工業高校における検証授業の様子
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イ 工業高等学校B
① 検証授業実施校とアンケート対象生徒数

工業高等学校 全日制課程（27名）B
デザイン理論」② 実施科目 「

デザイン史③ 授業単元

④ 授業の構想 本単元では、デザインの巨

匠である建築家アントニ・ガウディのデザ

インについて学習する。ガウディの作品を

ビデオや画集により鑑賞し、ガウディの遺

「 」作となる建築作品 サグラダ・ファミリア

の後継者の生き方を職業教育に結び付け、

生徒一人一人に職業に対する関心と専門教科に対する興味をもたせることを目的とする。

また、画家の巨匠フィンセント・ファン・ゴッホについても作品を通じて、ゴッホやその

弟子テオの生き方について学習する。最終的には、自分で画家やアーティストの画集を参

考にして、経歴や作品鑑賞の観点などを調査し、レポートとして提出させる。

⑤ 指導計画 単元総時間数８時間 単位２単位

⑥ 授業回数と指導項目

表２ Ｂ工業高校の単元の指導項目

授業回数 指 導 項 目

１･２時間目 ・第１回目のアンケート実施

・ １３歳のハローワーク」の提示「

３･４時間目 ・ １３歳のハローワーク」「

生徒が選んだ「１３歳のハローワーク」の項目について、生徒からの質問や意見を

中心に説明する。

・ アントニ・ガウディ」のビデオ鑑賞「

・３回目までの授業についてのアンケートを生徒全員に実施

５･６時間目 ・ フィンセント・ファン・ゴッホ」のビデオ鑑賞「

７･８時間目 ・第２回目のアンケート実施

・まとめ

職業や仕事に関して、もう一度、考え直す機会を設る。

ウ 工業高等学校C
検証授業実施校とアンケート対象生徒数①

工業高等学校 全日制課程 （63名）C
実施科目 「建築製図」②

授業単元 軒先まわり詳細図③

「 」④ 授業の構想 一つの建築物をつくる過程に関連する職業を書籍 １３歳のハローワーク

の提示とこの書籍に掲載されていない職業も合わせて説明を行う。将来の職業を自らの意

思と責任で選択し、専門的な知識・技能の習得に意欲的に取り組むことができるように説

図３ Ｂ工業高校における検証授業の様子
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明を行う。建築物をつくるには、多くの職業がかかわり、多くの人の手による図面が必要

となる。また、専門的な知識や技能を習得する必要性があり、このことを、自分たちが学

んでいることを伝える。

本単元では、軒先まわり詳細図（建築物の軒先まわり部分の縦断面図）を作成するこ

とによって、建築製図の基本である次の３点を習得できるようにする。①線の使い分けを

習得する。②構造のしくみを理解する。③情報を正しく伝える図面を描く。

また、建築設計で必須となる図面作成を職業教育に結び付け、一人でも多くの生徒が

建築に関係する職業に関心をもち、専門教科に興味をもつことを目的とする。

⑤ 指導計画 単元総時間数９時間 単位２単位

⑥ 授業回数と指導項目

表３ Ｃ工業高校の単元の指導項目

授業回数 指 導 項 目

１時間目 ・第１回目のアンケート実施

・ １３歳のハローワーク」の提示「

・建築設計製図に関連する職業紹介

２～６ ・軒先まわり詳細図作成に取り組む（下書き）

時間目 課題となる図面の説明において、部材とそれを施工する職業との関連を交え、

建物のイメージをより鮮明に印象付ける。

７～９ ・軒先まわり詳細図作成に取り組む（仕上）

時間目 ・第２回目のアンケート実施

エ 高等学校D
① 検証授業実施校とアンケート対象生徒数

高等学校 全日制課程 （２名）D
② 実施科目 「グリーンライフ」

③ 授業単元 グリーン・ツーリズム

④ 授業の構想 本単元ではグリーン・ツー

、リズムと農業のビジネスの可能性について

農村生活向上の視点から関心をもたせ、企

画・運営に意欲的に取り組む態度を身に付

けさせることをねらいとしている。職業に

ついて触れ、自ら活動している の紹介NPO
とグリーン・ツーリズム体験について講義・協議・発表・視察を行う。授業回数３回の中

で学習と職業のつながりを継続的に意識させ、学ぶ目的や働くことの必要性を考える力を

付けさせる。

⑤ 指導計画 単元総時間数６時間（２時間連続授業、授業回数３回）

図４ Ｄ高校における検証授業の様子
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⑥ 授業回数と指導項目

表４ Ｄ高校の単元の指導項目

授業回数 指 導 項 目

１･２時間目 ・第１回目のアンケート実施

・ １３歳のハローワーク」の提示「

・ジョブジョブワールドによる職業検索

・ＶＴＲ「プロジェクトＸ『北のワイン 故郷再生への道 」視聴』

３･４時間目 ・＋１万人プロジェクト、ＮＰＯによる島おこしの現状

・ 「八丈島観光レクリエーション研究会」の活動実績についてNPO
課題「島おこしプロジェクト：八丈ツアープログラムの作成」

５･６時間目 ・課題の発表と評価

「八丈島観光レクリエーション研究会」の体験型観光ツアーの実際NPO
・第２回目のアンケート実施

オ 商業高等学校E
① 検証授業実施校とアンケート対象生徒数

商業高等学校 定時制課程（４名）E
② 実施科目 「原価計算」

③ 授業単元 材料費の計算と記帳、材料消費高の計算

④ 授業の構想 予定価格により、消費高を計算すること

の意味、消費材料勘定を用いての記帳法を理解させる。

予定価格法を用いた場合、実際消費高と予定消費高を比

べるため、素材勘定と製造勘定・製造間接費勘定の間に、

消費材料勘定を設ける必要のあることを理解させる。こ

れらの内容を踏まえ、企業における判断の基準や価値観

を通して、どのような人材を企業は求めているのかを考

えさせる。

⑤ 指導計画 単元総時間数４時間 単位２単位

⑥ 授業回数と指導項目

表５ Ｅ商業高校の単元の指導項目

授業回数 指 導 項 目

１時間目 ・第１回目のアンケートを実施

・ １３歳のハローワーク」の提示「

・原価法の欠点について説明

２時間目 ・予定価格を用いた場合の説明

・職業には様々な業種があり、将来の自身の職業や業種について考える

３時間目 ・予定価格法を用いた記帳法の振替関係の復習

・企業における判断基準や価値感について考えさせる。

高校新卒者の採用に関する資料を配付する。

事例として、入社試験における、受験者２名の対照的な行動と企業の評価について

説明し、生徒自身に考えさせる。

４時間目 ・予定価格を用いた演習問題

現在の雇用の形が終身雇用から多様化しており、働き方の選択を生徒自ら考えなけ
ればいけないことを指摘し、第２回目のアンケート実施。

図５ Ｅ商業高校における

検証授業の様子
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( ) アンケート集計結果及び考察2

本研究の検証授業は、農業科（全日制）１校・工業科（全日制）３校・商業科（定時制）

１校で、生徒数は農業科２人・工業科156人・商業科４人を対象に実施した。

今回、検証授業を行った５校における「授業に取り組む姿勢」についてのアンケート（図

１）の集計結果を示す。図６・７はアンケートの質問項目のうち「授業に必要なものを準

備した 「授業の始まりの時間を守った 「服装の規定を守った」の３点について結果をま」 」

とめたものである。結果はいずれの項目も１～３％のわずかな上昇であり、ここから有為

な変化を読みとることはできなかった。

図８・９は、上記以外の質問項目に関する結果をまとめたものである。回答について、各

設問の「強くそう思う」と「だいたいそう思う」の合計を全体数に対する比として算出し

分析を行った。１回目と２回目のアンケートを比較すると、いずれも高い水準（６以外は

70％超）で顕著な差はみられないが 「３ 授業に意欲をもてた」及び「５ 授業を受けて、

充実感が得られた」の設問において10ポイント近くの伸びを見せた 「職業」を意識した授。

業を取り入れることで生徒の心の中で主体的に取り組もうとする態度が芽生えたことがう

かがえる。細かい点を分析すると、設問２において、６以外「強くそう思う」の割合が増

し、より積極的に授業に取り組もうとする生徒の意識の変化を読み取ることができる。

図６ 授業に取り組む姿勢（第１回目）

授業に取り組む姿勢（2回目）
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図７ 授業に取り組む姿勢（第２回目）

図８ 設問２集計結果（第１回目）
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（％）

１ 授業内容を理解使用とした

２ 授業に興味をもった

３ 授業に意欲をもてた

４ 学習した内容が身に付いた

５ 授業を受けて充実感が得られた

６ 授業内容に関連した仕事に興味を

もった
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(3) アンケートの自由意見について

主体性という数値化しにくい意識の変化を読み取る観点として、自由意見の書き込みに

着目した。書き込みの内容も重要だが、自由意見を書き込んだ生徒の数が生徒の興味・関

心の変化をあらわす根拠になると考えたためである。表６に自由意見を書き込んだ生徒の

数を示す。

表６ アンケートの自由意見回答

Ａ校 Ｂ校 Ｃ校 Ｄ校 Ｅ校 計

アンケート回答者数 １回目 61 27 63 2 3 156

２回目 54 24 60 2 3 143

自由意見記入者数 １回目 10 11 32 0 0 53

２回目 30 22 23 2 3 80

表６を見ると、１回目と２回目で、アンケート回答者数が減っているのに、自由意見記

入者の数は増えていることが分かる。これは、授業を通して、職業に対する意識や何かを

得られたという実感が、生徒の意識に生じたととらえることもできる。もちろん、書かれ

た自由意見の中には、職業と結びつかないような内容もあったが、それでも自ら意見を書

くという行動の変化が生じたのは事実であり、今後、主体的に授業へ取り組むためのきっ

かけとなればと思う。自由意見の抜粋を次に示す。

生徒自由意見欄（２回目のアンケートより抜粋）

職業に関する意見

。 、 。・将来はイラストレーターになりたいと思っている 普通科では学べない内容が学べて 仕事をする際役立つと思う

・将来、デザインの授業で身に付けたものを使ってインテリア、雑貨をつくる人になりたいと思っています。

・授業内容が難しい。調べ学習は、そこそこ面白かった。将来は、 とかの職業に就きたい。今後のレポート提出CG

の参考になった。

・ゴッホは、自分の仕事についてとてもやりがいをもって仕事をしていたと思う。だから自分は、仕事に対してやり

がいや達成感を感じられるような仕事をしたいので、これから自分は将来のことをよく考え、自分の納得できる仕

事をしたいと思いました。

図９ 設問２集計結果（第２回目）
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（％）

１ 授業内容を理解使用とした

２ 授業に興味をもった

３ 授業に意欲をもてた

４ 学習した内容が身に付いた

５ 授業を受けて充実感が得られた

６ 授業内容に関連した仕事に興味を

もった
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・将来は現場監督の仕事に就きたいと思った。

・建築はとても大変だと思った。このような図面をすぐに描けなくてはいけないと知り、今一度大変さを知った。

・将来は何でもできる大工になりたいので製図も頑張ってきれいに正確に早く描けるようになりたいです。

・将来めざしている職業は社会科教員。地歴、高校教諭になりたい。

専門教科や授業に関する意見

・インテリアや建築に関係するもの。授業を通して「授業をうける姿勢」を考えるようになった。残り少ない授業数

なので１時間１時間を大切にし、より良いものをつくる！！！！！！

・授業で学んだコトを友達に話をしたりした。例：エンタシスとか。モノをつくる人とかになりたいので、その時代

に何ができたか知ることができたので、昔の人はすげぇって思う。覚えやすい！！

・美術館見学のとき、イオニア式の柱を発見し、勉強してたところだ！！！と役に立った瞬間を感じた。専門学校体

験入学のとき、デザイン史で習ったところが出てきたり・・・と、デザイン史勉強しててよかったと思った。

・普通科では勉強できないデザインの内容ができるので楽しいです。

・前回のガウディのビデオを見てガウディの建物の曲線がとても綺麗で驚きました。サグラダファミリアを完成させ

ようとする人々もやりがいのある仕事だと思いました。ゴッホは、ひまわりの絵しか知りませんでした。今回、ビ

デオを見て、ゴッホのことを知ることができて良かったです。ゴッホの絵はとにかく、色に興味をひかれました。

美術館に行きたくなりました。私は、絵を描くのが好きなので、大人になっても、趣味で絵を描き続けたいです。

けれど、それを職業として考えることは、現在はありません。

・もっといろんな図面を見てみたくなった。

・光るキノコは種類がたくさんあって、そんなに光るキノコで種類があったのでびっくりした。島をすごく大切にし

、 。ている人がたくさんいるので 八丈を離れていく人も島にいる人も八丈を大切にしていかないといけないと思った

(4) 工業高等学校における検証授業に関するアンケートB
Ｂ工業高等学校では、検証授業における１回目～３回目までの授業に対しての感想を４

回目の授業に「１３歳のハローワークとビデオ鑑賞の感想」と題して、職業や仕事に関し

て、もう一度授業を振り返り考え直す機会を設け、アンケート形式で生徒の意見を集約し

た。以下にその内容を示す。

① 〈設問１〉 授業の流れから職業（仕事）について考えたことを書いて下さい。

(ｱ) 質問の意図について

検証授業において、職業に対する考え方を導入した結果、生徒はどの程度、職業に関

して考えられるようになったのかという確認と「１３歳のハローワーク」やビデオ鑑賞

をしたことについての効果を検証するために質問をした。

(ｲ) 回答

・私も絵がとても好きなので、ゴッホのような生き方、考え方にあこがれました。私もあそこまで純粋な姿勢で絵

に取り組めたら良いなと思いました。ゴッホのように絵を描いて生活（仕事）したいです。

・自分のやりたいこともすごく大事だけど、やっぱり才能や技術もとても大事だと思いました。自分のした仕事に

。 。自信をもって誇れるように納得できるまで仕事をしたいと思いました 何をするにも努力が大事だと思いました

・ １３歳のハローワーク」の本を読んで仕事一つとっても色々な職種や職業があるということを知り 「自分はま「 、

だ就職なんて先の話だ」などと授業を受ける前は思っていたり「進学して専門学校で考えればいいや」などと思

っていたが授業後は 「自分は専門に行って何をするのか」どのような職業に就きたいかなど考えるようになり、

ました。
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② 〈設問２〉 デザインの専門教科が職業（仕事）にどのようにつながっているか、簡単

に書いて下さい。

(ｱ) 質問の意図について

日ごろ授業で行っている工業の専門教科が、単に作品をつくることや綺麗に仕上げる

ことだけではなく、提出期限を守ること（計画性）や、グループワークディスカッショ

ンによりコミュニケーション能力や協調性を身に付けること、物事の筋道を立てながら

ものづくりの工程や考え方が、将来の職業に就いたときに役立つことを理解して取り組

んでいるか。

(ｲ) 回答

、 。・デザインでは限られた時間の中でできるだけアイディアを出し 締め切りに間に合わせるということが重要です

これは、自分たちが社会に出たときにも同じことが言えると思います。会社から依頼を受け納期に間に合わせな

ければなりません。学生のうちからこういった締め切りを守るということが身に付けば、社会に出たとき、とて

も役立つと思います

・コンセプトやテーマ背景を考え、それに基づいてモノをつくるというステップを踏んで物事を行うところ。どん

な職業にもつながっていくと思う。

③ 〈設問３〉 どのような授業であれば職業（仕事）に興味をもてますか。

(ｱ) 質問の意図について

授業の内容に、職業に関することを取り入れたことに対する感想、仕事に対して興味

をもち、さらに考えることができたか。

生徒自身が職業の内容を取り入れた授業を展開する場合どのような授業を提案できる

かなど、今後の職業の内容を取り入れた授業への参考にしたい。

(ｲ) 回答

・ガウディやゴッホの作業風景を見ていて、仕事の熱心さが伝わってきたし、それを見ているだけで充分仕事に興

味がもてました。

・生徒それぞれやりたい職業は違うので一人一人就きたい職業についての質問ができたり相談できると良いと思い

ます。

・人の生涯をめぐり、作品の紹介を行っていくのが面白かった。一人一人の生き方と、美術の知識が勉強できて、

仕事を続けていく中でどんな心構えかなど疑似体験できたようで良かった。

５ まとめ

最近は「やりたい仕事が見つからない」という人が増えている。そして「天職探し」のた

めに転職を繰り返す人も増えている。文部科学省では小･中学校からのキャリア教育（望ま

しい職業観、勤労観及び職業に関する知識や技能を身に付けさせるとともに、自己の個性を

理解し、主体的に進路選択する能力・態度を育てる教育であり、生徒一人一人のキャリア発

達を支援し、それぞれにふさわしいキャリアを形成していくために必要な意欲・態度や能力

を育てる教育）を推進している。中でも専門高校では、卒業後すぐに就職する生徒も多いた

め、キャリア教育が掲げる能力「人間関係形成能力 「情報活用能力 「将来設計能力 「意」 」 」
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思決定能力」を卒業までの３年間で育てることが求められる。

現在の専門高校の生徒は、学ぶ目的や将来の目標が明確になっていない生徒もおり、専門

的な知識や技術を学ぶうえで課題が指摘されることもある。専門高校で行っている職業教育

においては、生徒たちが働くことの意義と、職業や仕事に役立つ知識・技能を身に付ける活

動と，職業や仕事にどのような知識・技能が役立つのか、あるいは，自分が就きたい職業や

仕事にどのような知識・技能が必要であるか等を理解させることである。

また、専門高校では、将来、社会人・職業人として将来の職業を自らの意志と責任で選択

し、自立し、時代の変化に力強くかつ柔軟に対応していく資質や能力を身に付けるための指

導が求められている。そこで、本グループの研究では 「専門高校では、職業をテーマとし、

た指導を展開する中で、自らの学ぶ目的を認識させ、働くことについて自ら考える力をもた

せることにより、自己の将来や職業について考える姿勢が培われ、生徒が主体的に授業に取

り組もうとする意識が高まるであろう 」という仮説を立て、アンケートの分析から生徒の。

意識の変容をとらえ、仮説を検証する方法で研究を進めてきた。分析ではアンケートの集計

結果の比較に加え、自由記述の意見欄にも注目し、記述の内容や回答者数の変化などについ

ても分析を行った。数値に表れない部分の評価が課題として考えられるが、以下にその概要

を示す。

専門教育を主とする学科においては、実験・実習が果たす役割は大きく、重要な教科・科

目となっている。そこでは、作業を伴う内容も多く、実習服の着用や実習に必要な機材を準

備し、実習場所へ移動することなどが生徒に求められている。そのような状況の中、図６・

７で示した「授業に必要なものを準備した 「授業の始まりの時間を守った 「服装の規定」 」

を守った」の３点については、専門教科における指導の状況と生徒の専門科目に対する意識

を判断するうえで重要な意味があると考えて設けた。結果は、１回目も２回目も「はい」と

回答した生徒が９割を超え高い水準で平衡しており、顕著な変化を確認することはできなか

った。このことから、生徒の専門教科へ取り組む姿勢を重要視し、きちんとした生徒指導が

行われている実態と、生徒が授業に必要なものを準備して臨んでいる実態等を読み取ること

ができる。

図８・９で示した「授業内容を理解しようとした 「授業に興味をもった 「授業に意欲」 」

がもてた 「学習した内容が身に付いた 「授業を受けて充実感が得られた 「授業内容に関」 」 」

連した仕事に興味をもった」という質問項目に対し 「強くそう思う 「だいたいそう思う」、 」

の割合の合計で変化を見ると 「授業に意欲がもてた 「授業を受けて充実感が得られた」、 」

の項目では、８％前後の上昇が確認できる。さらに 「授業内容を理解しようとした 「授、 」

業に興味をもった 「授業に意欲がもてた 「授業を受けて充実感が得られた」の項目につ」 」

いて「強くそう思う」の回答に着目すると平均で5.7％上昇しており、感じ方がより強まっ

ている様子を確認することができる。これらのことから、職業や各自の将来について考える

ことなどが、学ぶことの意義や目的につながり、学習意欲を高めたと考えることができる。

また、自由意見欄の回答数や自由意見記述において、初めのアンケートと検証授業３回目の

終わりに取ったアンケートについて個人での比較をすると、次のような意見を得ることがで

きた。
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・生徒１の検証授業前アンケート

「色々な椅子に詳しくなった気がします。やっていて楽しい授業でした 」。

・生徒１の検証授業後のアンケート

「ガウディのビデオを見たときに、一生を懸けてつくっていると聞いた時は、単純に「すごいなー」と軽く思った

けれど、どんどんビデオを見ていって、本当に24時間365日自分の人生全てを懸けるのだと実感しました。私には、

できないと思うのと同時に、そこまで熱中できることを見付けられることは本当にすごいことで、うらやましいこと

と思いました。ゴッホも黄色がうっとうしいくらい大好きでそれを仲間にも知って欲しくて、単純で純粋で、だから

こそあの良い作品が描けたのだと思います。夜のカフェテラスは、青と黄のバランスが本当に綺麗だと思いました。

仕事は、やっぱ自分に合っていて、自分が楽しいって思えることをやるのが一番と思いました 」。

生徒１は、ただ単に専門教科の授業内容に対して 「楽しい」という感想から、職業に対、

して興味や関心をもち、さらに仕事をするときの理想的な発想も考えられるようになった。

・生徒２の検証授業前アンケート

「体育で遅れてしまうことが多いので、始業時間に間に合うようにしていきたいです 」。

・生徒２の検証授業後のアンケート

「 。 、ゴッホの生涯と黄色や絵に対する思いが分かりやすく見られて良かった 好きなものにこだわり続けることは

大切だと思った 」。

以上より、職業に対する考え方を取り入れた授業を展開し、生徒に考えさせることが生徒

自身の将来や職業について意識させることにつながり、学習に対する前向きな姿勢を育成す

ることが確認できた。

６ 今後の課題

これまでの取り組みの中で、生徒に学ぶことの意義や目的を考えさせる指導を通して、学

習に対する主体性を高めることが確認できた。キャリア教育の必要性が叫ばれる中、専門高

校ではこれまで以上に職業観や勤労観の育成を計画的に進めることが求められている。その

ような観点から課題を次のように整理した。

(1) 多様な生徒が専門高校へ入学してきている現状を踏まえ、キャリア教育という生徒一人一

人の生き方にかかわる指導を計画し、個に応じた指導の一層の充実を図っていくこと。

(2) 生徒の学習に対する主体性を高めるための研究はその可能性を確認できたので、今後も実

践的な取り組みを進めて行く中で、教育的な効果を検証し、指導内容や指導法についての改

善を進めていくこと。

私たちは、専門教育に携わるものとして、職業感や勤労観をはぐくむとともに生徒の主体

性を高める指導を、学校の教育活動を通して実践していくことが大切だと考える。(1)(2)の

課題とともに 「生きる力」の育成の観点を踏まえ、基礎・基本を確実に身に付けさせ、豊、

かな人間性や社会性、学ぶことや働くことへの関心や意欲、進んで課題を見付けそれを追求

していく力とともに、職業人・社会人としての社会的役割と責任、特に、集団生活に必要な

規範意識やマナー、人間関係を築く力やコミュニケーション能力など、幅広い能力の育成を

図っていくことが今後の課題と考える。
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Ⅲ 実践事例２ －主体性を高める資格取得の指導－

１ 研究仮説

資格取得の指導において、学習内容と職業との関連性や将来の職業選択に及ぼす影響等

について、考えさせる指導を工夫し展開することで「働くこと」への関心や学習意欲が高

まり、生徒の主体性を増すことができるであろう。

２ 仮説設定の理由

専門高校において資格取得のための指導は、多くの学校で重要な指導内容となっており、

様々な形で取り入れられている。指導のねらいとしては、より実践的な知識や技術を身に付

けることや、学習に対する目標や動機を与えることなどが考えられる。しかし、生徒の理解

を軽視した覚えさせるだけの指導も多く、目的をもたずに学習している生徒も少なからずい

るのではないかと思われる。このような状況を踏まえ、私たちのグループは、資格という将

来の職業に結び付けやすい授業を通して、専門高校で学ぶ意義や目的などを考えるきっかけ

とし、学習活動の目的や将来の目標などを見いだすことができれば、学習に対する主体性を

高められると考えた。その方法として、実際に資格取得を目的の一つとする授業において、

取得した卒業生の意見や感想、実際の就職活動との関連性などを題材とした授業を計画し、

現在の学習と自分の生き方とのかかわりを考えさせるよう工夫する。このような取り組みを

通して、生徒の学習に対する目的意識が高まり、主体的に取り組もうとする姿勢が培われる

と考え仮説を設定した。

本研究では、次のような観点を取り入れた指導を計画した。

① 資格に関する基本情報 ・受検者数、合格率、出題内容、受検料など

② 取得の目的やメリット ・進路（進学・就職）での資格の有用性

③ 今後の指導体制

④ その他 ・合格者のアドバイスや生徒のやる気を喚起する関連事項

資格取得を目的とする授業の指導においては、上記の①～③の項目は、事前に正確に伝達

しておくことは当然のことであり、重要な事項である。しかし、状況に応じてそれらの情報

をより豊かに、より具体的に、関連した情報を提供し、生徒自身の課題としてとらえ考えさ

せる指導を工夫することにより、生徒の資格取得に対する学習の主体性が高まると考えた。

３ 研究の方法

(1) 資格取得に関する現状把握及び教材研究

① 資格取得に関する社会的な状況の調査

専門高校における資格取得指導の必要性などについて調査を行い、実践授業における
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指導資料を得る。

② 資格取得に関する現状調査

各専門高校にアンケートを実施することにより、資格取得の現状を把握する。それぞ

れの資格の目的や実施状況を分析し、各学校における資格取得指導の位置付けを確認す

る。また、調査結果をもとに指導資料の作成を行う。

③ 実践授業における教材研究

資格取得に関する調査及び検証授業実践校の状況を踏まえ、指導のねらいや内容等に

ついて検討を行い、指導計画を作成し教材開発を行う。

(2) 実践授業

① 事前調査

資格取得のための学習を生徒がどのようにとらえているのかをアンケートにより把握

し、学習に対する意識の変容を分析するための基礎資料とする。

② 実践授業

次のねらいに基づき、実践授業を行う。

・第１回：検定の種類と内容、受検料、学習計画表の使い方について

・第２回：資格取得に関する卒業生からのメッセージビデオを通して考える。

・第３回：高卒求人状況と資格取得について考える。

・第４回：取得した資格を活用し進学した卒業生からのメッセージビデオを通して考える。

・第５回：資格取得が進学のきっかけとなった卒業生のメッセージビデオを通して考える。

・第６回：取得した資格と再就職の関係を通して考える。

・第７回：資格取得と給与の関係を見る。

・第８回：取得した資格を活用して活躍している卒業生のメッセージビデオを通して考える。

③ 事後調査

実践授業後に授業に対する感想や意見などを含め、資格取得に関する学習について生

徒の自己評価的なアンケートを実施、意識の変容を分析する。

４ 実践研究

( ) 資格取得に関する社会的な状況の調査の結果1

図 は 「平成 年都立高校に関する都民意識調査」における専門高校の教育で社会か1 13、

ら期待されている事項について示したものである。この調査によると、都民は専門高校に

対し「実社会ですぐに役立つ技術等を身に付けること」や「専門的な知識や技術をもつス

ペシャリストを育てること」に高い期待を寄せている。このような実社会に役立つ専門的

な知識・技術等を生徒が身に付けたことを評価するものの一つとして資格が挙げられる。

専門高校に学ぶ生徒に対し、生徒が身に付けた知識・技術・技能等を資格取得というかた

ちで評価することにより、生徒は資格をもつことによって達成感が得られ、目的意識をも

って意欲的に学習に取り組むようになる。さらに、資格のもつ社会的評価は、生徒に自信
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を付けさせ、別の資格や上級資格を取得していこうとする向上心につながる。

図２は 「平成 年高校生の就職問題に関する検討会議報告書」で「就業者が高校時代、 13

にやっておけばよかったと思うこと（全国調査 」の結果である。この調査では、高校時代）

に「職業に関する教科科目の勉強、職業資格を取ること」がトップになっており、専門高

校における資格取得の重要性が分かる。

資格取得以外のことに関しても、職業に対しての情報が不足し、社会人への移行段階で多

くの若者が問題を抱えたまま就業者になっていることが分かる。高校段階において、社会に

出てから必要とされる知識や技術、職業感や勤労観を生徒にしっかりと身に付けさせること

が求められている。生徒に自己の個性や適性を理解させ、自らの進路選択能力によって進路

を主体的に決定し、将来の進路先での自己実現が図れるように指導することが重要である。

( ) 資格取得に関する現状調査2
① アンケートの概要

資格取得の現状について右記の

項目でアンケート調査を行った。

・対象：平成17年度農工商部会所

属の研究員の在籍校

、 、・回収：農業科３校 工業科４校

商業科４校

図２ 就業者が高校時代にやっておけばよかったと思うこと

図１ 専門高校の教育で重要な点
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② アンケート集計結果

ア 検定の種類と受検人数

研究員が所属する高校において、実際に行われ

ている検定試験の受検に関する調査を行ったとこ

ろ、農業系14件、工業系23件、商業系９件、延べ

受検者数は3､900人あまりとなった。

その中でも情報処理関連資格は、商業高校だけ

ではなく、農業高校、工業高校でも多く行われて

おり、特にワープロ関係の資格は、どの学校でも

取得できることが現状である。

また、農業高校では、フラワーアレンジや造園

土木系の資格が、工業高校では、製図や建設機械

系、溶接関連の資格が取得可能なことが目立つ。

商業高校は依然として簿記が主体であるが、デザ

イン系の資格も取得可能な学校もある。

それぞれの学校が、時代を反映して幅広い分野

の検定を取り入れ、授業や放課後等の講習を行っ

ており、対応する科目も多岐にわたるのが現状で

ある。

イ 検定の目的

検定を行う目的について、図３のような結果となった。結果として検定の多くは、具体

的に社会に出てから有用であるという認識が圧倒的であった。行われる検定の約７割が高

校卒業後に就職、進学などで有用な資格と考えられており、第２位の結果も加えるとさら

に説得力を増す。しかし、学習の動機付けと考えられている資格も１～２学年の受検を中

心に存在しており、受検学年や受検する内容（級数）により、目的の多様性がうかがわれ

る。

資格取得の位置付けやねらいとして 「実社会へ出てから必要とされる 「今後の進路選、 」

択に有利に働く」からといった意見が多く、生徒の将来的な必要性を考慮し指導を行って

いる実態がうかがえる。

検定名称 農 工 商 受検人数
1 簿記検定 13 608
2 計算技術検定 4 593
3 情報処理技能検定 7 2 575
4 ワープロ検定 3 1 3 542
5 電卓検定 1 278
6 珠算実務検定 1 200
7 販売士検定 1 2 155
8 基礎製図検定 3 136
9 ガス溶接技能講習 3 128

10 パソコン検定 1 1 63
11 造園技能士 2 62
12 第二種電気工事士 3 60
13 レタリング検定 1 1 48
14 色彩検定 1 1 43
15 トレース検定 2 40
16 クレーン玉掛け技能講習 1 1 39
17 測量士補 1 30
18 土木施工技術者試験 1 30
19 機械製図検定 2 28
20 アーク溶接技能講習 1 26
21 造園施工技術者試験 2 25
22 小型建設車両技能講習 1 1 24
23 運転士（移動式クレーン） 1 20
24 高所作業車技能講習 1 20
25 とび技術検定 1 20
26 園芸装飾技能士 1 17
27 乙４種危険物取扱者 2 15
28 商業経済検定 1 15
29 大工技術検定 1 15
30 ＮＦＤ（フラワーアレンジ） 1 10
31 建設施工技術者 1 10
32 フラワー装飾 1 10
33 ＣＧ検定 1 5
34 初級バイオ検定試験 1 5
35 福祉住環境コーディネーター 1 5
36 初級アドミニストレータ検定試験 1 1
37 デジタル技術検定 1 1

図３ 検定の目的

4 1

2 5

5

1 2

6

7

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0

件 数

ｆ ． そ の 他

ｅ ． 生 徒 の 希 望 が 多 い か ら 。

ｄ ． 今 後 の 学 習 の 動 機 付 け と な
る か ら 。

ｃ ． 担 当 科 目 の 今 後 の 授 業 の
進 行 上 、 必 要 だ か ら 。

ｂ ． 今 後 の 進 路 選 択 （ 進 学 も 含
む ） に 有 利 に 働 く か ら 。

ａ ． 実 際 に 社 会 に 出 て か ら 必 要
（ 有 用 ） と さ れ る か ら 。

表１ 検定試験の種類と受検人数
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５ 検証授業

(1) 商業高校における検証授業A
資格取得の指導において、就職活動とのかかわりや卒業生などの意見や経験を教材の中に

取り入れることにより、各自の将来や職業について具体的に考える機会を充実させ、目的意

識の涵養を図り、主体性を高めることをねらいとして検証授業の指導計画を立案した。

具体的な指導としては、 月26日に行われる全国商業高等学校協会主催情報処理検定 級9 3
の取得をめざした 回の授業の中で、多くの職業や進路の資格に関する情報を伝え、職業8
について考える授業を実施した。学習指導案に関しては、すべての回の導入（資格に関する

情報を伝える部分のみ）部分について詳しく記述することにした。

① 検証授業実施校 商業高等学校 年A 1
② 実施科目 情報処理（生徒 名）36
③ 授業単元 情報処理とコンピュータ・表計算ソフトウェアの活用

④ 授業の構想 本単元は、情報処理とコンピュータ・表計算ソフトウェアの活用

の検定試験（全国商業高等学校協会主催 情報処理検定 級）の3
合格をめざした授業である。各単元の理解の徹底を図り、表計算ソ

フトウェアの実技ではなく、文章問題の内容も理解させる。授業外

学習、家庭学習を容易にするための意識付けなども積極的に行い、

生徒一人一人の学習の進度や理解度・個性を考慮し、資格に関する

職業や進路などの様々な情報を伝え、生徒の主体性が増す指導を行

う。

（ ）⑤ 指導計画の概要 単元総時間 時間 時間授業 分8 1 50

指導内容 学習活動 指導上の留意点 評価

９月５日(月)第１回情報処理検証授業

導入 本時から8時間にわたる情報処理検 情報処理検定自 本時から8時間で行う情報 本時の学習内容を理解

10分 定についての学習目標と内容の説明 己採 点 シ ート の 処理検定取得の大切さや目 しシートに記録しようとし

記入 的を理解させる。 ている。

(関心・意欲・態度)

９月６日(火)第２回情報処理検証授業

導入 資格取得についてのアンケート調査、 ア ン ケ ー ト の 記 アンケートは、評価には一 資格取得に関するアンケ

10分 資格を取得した先輩のビデオを見る。 入。 切関係しないことを説明す ートを記入している。(関

る 心・意欲・態度)

９月７日(水)第３回情報処理検証授業

導入 応募資格に検定試験取得の条件が 求人票の見方に 求人票の見方は、細かい点 求人票の見方メモを記録

10分 ついている高卒求人票を提示し、資 つ い て の メ モ を までには言及せず、現在必 しようとしている。(関心・

格取得の大切さを指導する。 記入する。 要なところのみ説明する。 意欲・態度)

９月12日(月)第４回情報処理検証授業

導入 資格取得に関するビデオ（進学編）を ビデオを見る。 前回のビデオ（就職編）との ビデオの内容を理解しよ

10分 上映し、解説をし、資格取得の大切さ 体験者の意見の一致を理 うとして見ている。（知識

を指導する。 解させる。 ・理解)（思考・判断）

９月13日(火)第５回情報処理検証授業

導入 資格取得に関するビデオ（進学編）を ビデオを見る。 前回のビデオ（就職編）との ビデオの内容を理解しよ

10分 上映し、解説をし、資格取得の大切さ 体験者の意見の一致を理 うとして見ている。（知識

を指導する。 解させる。 ・理解)（思考・判断）
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９月14日(水)第６回情報処理検証授業

導入 資格取得に関するホームページを閲 ホームページ閲 ホームページを閲覧する前 進んで情報を得ようとし

10分 覧させる。資格取得の大切さを指導 覧 に、ネチケットのことについ ている。(関心・意欲・態

する。 て言及する。 度)

９月20日(火)第７回情報処理検証授業

導入 資格取得により、資格給が設定され 資格給について すべての職種について資 自分の意見をまとめ記入

10分 資格の有無が給与にも影響するこ のプリント記入。 格給があるわけではない しようとしている。(関心・

とを理解させる。 ということを理解させる。 意欲・態度)

９月21日(水)第８回情報処理検証授業

導入 資格取得に関するビデオ（フラワー ビデオを見る。 資格取得についての大切 自分の意見をまとめ記入

10分 アレンジメント編）を上映し、解説を さを理解させる。 しようとしている。(関心・

し、資格取得の大切さを指導する。 意欲・態度)

⑥ 検証授業のねらい

ア ９月５日（月）第１回目

ガイダンス(検定試験の説明・これからの授業進行内容の情報処理検定についての

説明など) いままで学習してきた情報処理の知識・理解の程度を確認する。

イ ９月６日（火）第２回目

資格取得に関するアンケートを行う。その後、資格を取得した先輩の「資格取得と現

在の職業や、仕事ととのかかわりについて」のビデオを上映する。

ウ ９月７日（水）第３回目

求人票の中から、資格取得が採用の条件となっているものを整理し、職業の選択と現

在の学習とのかかわりについて考える機会を設ける。

エ ９月12日（月）第４目

資格取得に関するビデオの２回目。前回のビデオは就職編であるので、今回は進学編

において資格取得がなされることにより進学への道が開かれる現状を見る。

オ ９月13日（火）第５回目

資格取得に関するビデオの３回目。今回のビデオは、自分の目標としている職業につ

くために必要な資格取得のビデオであるので、資格取得が就職に結びつく現状を見る。

カ ９月14日（水）第６回目

資格取得に関するホームページを題材に、社会人の就職活動の状況を調査し、資格と

いうものが社会的にどのように評価されいるのか、現在、学習している内容が実社会と

かかわっている様子などについて、生徒が各自の視点で意見を整理し考えをまとめる。

キ ９月20日（火）第７回目

資格取得と手当の支給を題材に、資格をもって仕事を行うことの意味を、責任と期待

の側面から展開し、現在の学習の意味について考える。

ク ９月21日（水）第８回目（最終回）

現在資格を取得しそれを活かして活躍している先輩のビデオ（フラワーアレンジメン

ト編）鑑賞を通して、各自の課題を確認する。

図４ Ａ商業高校における検証事業の学習指導案（導入部）



- 23 -

(2) 各回の導入時の生徒の反応

受検者数、昨年度の合格率、出題内容、受検料な

どを説明すると、生徒から、様々な質問がでた。た

とえば 「検定料はいつ払うか 「合格ができないと、 」

どうなるか」などである。第２回になり、資格を取

得し活躍している先輩のビデオは、２年後の自分を

想像しながら見ているようであった。３回目の求人

票を見る導入では、全員が関心をもって見ることが

。 、できた １年生にとって初めて見る求人票であり

「給料は 「休みは 「賞与は」と興味を示した。」 」

説明には、賞与の計算なども折り込み、最後に応募の条件の資格欄を全員に確認させた。生

徒からは、この企業には資格がないと就職できないという意見がだされた。第４回の進学編

のビデオ上映で大学進学にも、資格は利用できるということを強調して説明を行った。生徒

の反応は、進学を考えている生徒にも深く届いたようで、推薦入学の条件を授業後に確認し

に来た生徒もいた。第５回は工業高校の卒業生のビデオが上映され、商業以外でも資格取得

に努力している生徒がたくさんいることを説明し、資格取得が自分の就職したい道を開くこ

とになるということを強調して説明した。第６回では、社会人の就職活動に関するホームペ

ージを閲覧させた。子育てを一段落させた女性が再就職したいとき、資格を何も取得してい

ないため苦労したという部分から、資格というものが社会の中でどのような意味をもつのか

について考えさせた。第７回は資格取得が給料とも関係していることを伝え、資格が能力を

評価する基準となっていることに高い関心を示すとともに、給料や休暇などについても興味

をもった。第８回はフラワーアレンジメントの仕事をする先輩の話で、資格の大切さを再認

識し、あと４日に迫った試験を頑張ろうという気持ちが生徒から感じられた。

(3) 検証授業を終えて

以上、８回にわたり資格取得の指導を通して、資格を必要とする職業や進路などの様々な

状況について考えさせ 「働くこと」への関心や将来に対する目的意識を高めた。今回の検、

証授業を実施するうえでの課題は、資格取得をねらいとする授業において、受検指導の時間

を２割短縮する中で、合格率を維持・向上させることであった。結果的には補習等により、

補うこととなったが、生徒の学習に対する意欲や積極性を感じる場面が幾度もあった。

(4) 実践授業のアンケート集計結果

資格取得に関する検証授業のアンケート調査を検証授業後に行った。このアンケートでは

各回の検証授業の感想や意見を中心として生徒の自己評価の形で調査を実施した。

① 学習に対する主体性について

この調査は、検証授業後に、８回の授業を受けることによって、学習に対する主体性が

どのように変化したかを、自己評価の形で確認するためのものである。

図５ Ａ商業高校における検証授業の様子
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結果は 「主体的に学習を進めるようになっ、

たか」という質問に対し 「とてもそう思う」、

と「そう思う」で ％に達した。生徒の自己71

評価からそのまま主体性が伸長したと結論付け

ることはできないが、資格取得やそのための学

習の必要性を理解し始めている兆候と考えるこ

とができる （図６）。

② 資格に関する情報について

この調査は、資格取得の指導において、資格

の有用性や目的意識をもって学習することの重

要性など、情報を得ることの大切さについて生

徒の考えを確認したものである。結果は４分の

３の生徒が情報を得ることは大切だと考えてい

る（図７ 。また、６割の生徒が卒業生の経験な）

（ ）。どを聞くことが参考になると答えている 図８

このことは、資格というものの大切さを感じ、

自分の進路を考え、資格を取得していくことが

自分の将来のためになることに気付き、主体的

に資格を取得していこうとする意識の表れであ

るととらえることができる。進路指導を通じて

感じたことだが、生徒は企業などがどのような

資格を必要としているのか、不安に思っている

ことがある。卒業生のビデオなど資格に関する

情報は、このような不安を取り除くばかりでは

なく、資格に対する生徒の目的意識を向上させ

る働きもある。

③ 求人票と資格について

この調査は、高等学校で実際に利用している

求人票を生徒に見せて、応募をするのにどのよ

うな資格が必要であるか、企業側から見た資格

の重要性を理解させ、資格を取得する必要性に

ついて確認するためのものである（図９ 。資格）

というものは、個人の資質や適性などを保証す

るものではないが、企業側にとっては、少なく

ともその資格が認定する能力をもっていること

を証明するものであり、採用時には候補者の能

力を見るために利用されることもある。また、

化学工場で危険物を管理しなければならない危
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図６ 学習に対する主体性に関する調査

図７ 資格情報を得ることに関する調査
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図９ 求人票の資格欄に関する調査
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図８ 卒業生のビデオに関する調査
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険物取扱者のように、その資格が無いと業務が

できない資格もある。企業の中には、特定の資

格に対して資格給を支給する制度を設けている

ところもある。これらの指導を行った後でアン

ケート調査をした結果を見てみると 「とても、

参考になった 「参考になった 」という肯定。」 。

的な意見が多い（図９、 。このことは、生10）

徒が就職するときの資格の必要性や仕事と資格

の関係を気付かせ、働くことへの関心と資格を

取得することの重要性を導き出したことがうか

がえる。

６ まとめ

一般に資格試験は全国的に一定の基準によって判定されるため、生徒が資格取得に挑戦す

ることによって、取得に必要な知識をどの程度理解できたかを生徒自身が客観的に判断でき

。 、 。る 合否という形での評価に公平感があり 学習成果が速やかに判明するという利点もある

また、就職試験に際し、資格取得が採用時に重視される能力の一つにあげられている（厚生

労働省発表「若年者の就職能力に関する実態調査」平成 年１月 。しかし、目的意識が希16 ）

薄で、十分な準備もせずに受検する生徒もいる。そこで、資格取得の学習を通して、専門高

校で学ぶことの意義や職業を探すことの重要性などを考える機会を積極的に与えることは、

生徒の目的意識を育て、生徒の学習意欲を向上させることになると考えられる。

７ 今後の課題

資格取得のための指導は当然合格させることに第一のねらいがある。しかし、合格するた

めの暗記的な指導や資格取得を通じて行う職業感や勤労観がおろそかにされている現状も否

めない。限られた時間の中でどのような指導を行うのかを真剣に考え、資格取得の合格率を

上げるとともに、専門高校で学ぶ目的を考えさせ、勤労観や職業観を育成していくことが今

後ますます重要となる。このことは、生徒一人一人の生き方を考えることであり、個に応じ

た指導の一層の充実を進めていかなければならないことを意味している。そのような観点に

立ち、引き続き生徒の主体性を高めるための指導について研究を進めていく。

図 資格給に関する調査10

資格給の話

とても参

考になっ

た

29%

参考に

なった

36%

あまり参

考になら

なかった
6%

わからな

い

29%
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Ⅳ 実践事例３ －教材開発「コンビニエンスストアを題材にした授業の実践」－

１ 研究仮説

教材作成において、生徒からの情報や発想を題材とし教材化することで、授業内容に関

心をもつとともに、指導内容に対する評価的視点が培われ、学習に対する主体性が高めら

れるだろう。

２ 副題及び研究仮説設定の理由

(1) 専門教育において、生徒が学習に対する興味・関心を高め、積極的に授業に参加するため

の一つの条件として、生徒が授業の題材に対する知識や情報をある程度もっていることと、

授業で学んだことや調べた結果などについて何らかの判断ができることが重要だと考えた。

(2) コンビニエンスストア（以下「コンビニ」と言う ）は生徒にとって身近なものであると。

ともに多くの生徒にとって社会との共通の接点であると判断した。そのようなコンビニを題

材とすることにより生徒が考えたり判断したりすることを促す授業展開が可能だと考えた。

(3) コンビニは多くの産業の集合体であり、農・工・商の各学科で共通に議論が可能な題材で

ある。そのため、専門教育という枠の中で研究を行う本部会のねらいと合致するとともにコ

ンビニを多面的にとらえ、自らの学習と社会との関わりを考えるための題材としてふさわし

いと判断した。

３ 研究の概要と結果

(1) 授業前アンケート

図１に示す授業前アンケート

から、生徒のコンビニの利用状

況やコンビニに対する印象等に

（ ）。ついて調査した 回答数143人

この結果を以下に示す。

まず、設問１により生徒の利

用状況を調査した。この結果は

図２に示すように毎日行く生徒

が約４割、さらに週に１回以上

行く生徒となると８割以上にも

およぶ。多くの生徒が日常の生

活の中でコンビニを利用してい

。る状況を確認することができた

次に、利用の目的を購買して

いる商品から調査を行った。結

果を図３に示す。回答は複数回 図１ 授業前アンケート

【授業に関するアンケート】

コンビニエンスストア（以下コンビニ）についてのアンケートに答えて下さい。

１．どのくらいの回数コンビニに買い物に行きますか？
あてはまるところの下に○をつけて下さい。

１週間に１～３回 １ヶ月に２～３回 めったに行かない

２．コンビニでよく買うものは？（２つまで○をつけて下さい）
あてはまるところの下に○をつけて下さい。

雑誌・新聞 飲料 食べ物（お菓子類） 食べ物（弁当・おにぎり・麺類等） 文房具

コピー 生活雑貨 その他

３．コンビニで必ず見るところは？

のコーナー

４．コンビニのおすすめ商品があれば教えて下さい。

商品名→

↑コンビニ名
おすすめ理由

５．あったら嬉しいコンビニサービスやコンビニへの要望。

６．あなたにとってコンビニとは？

私にとってコンビニは

７．あなたの好きな色を下の５つから選んで下さい。（好きな色を○で囲む）

赤 青 　　黄 緑 　　　紫

毎日（週に４日以上）
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答を可能としているので、グラフは度数

で表しているが、飲料と菓子・食料品を

合わせると購入商品の85％となり食料品

の購入利用が多数となっている。特に90

％以上の生徒が飲料をよく購入すると回

答している。

設問３ではコンビニのどこに興味・関

心をもっているかをコンビニで必ず見る

ところから確認した。結果を図４に示す。

新聞・雑誌のコーナーを見ている生徒は多

いがそれほど購入していないことがうかが

える。これらの結果から、多くの生徒が飲

料や食料品を購入するためにコンビニを利

用していることが分かる。

また、設問４、５ではコンビニにはそれ

ぞれどのようなおすすめ商品があるのか、

またどのような要望をもっているのかを考

えさせるとともに、教材作成の基礎資料

を得る目的で調査を行った。結果を表１

に示す。ここから細かい分析を行うこと

はできないが、生徒が、普段購入してい

る食料品に対する商品知識やこだわりを

もっていることを読み取ることができる。

さらに、コンビニに対する要望やコンビ

ニをどのようにとらえているかを確認す

る設問５及び６からは、コンビニは日常

的に活用する便利な存在で、なくてはな

らないものととらえており、価格に対す

る要望はあるものの、そのほかは特にな

いことから、概ね満足している様子を読み

取ることができる。

（２）検証授業（実践と結果）

研究仮説とねらいに基づき、事前調査を

踏まえた授業計画や指導案及び教材作成を

行い、研究員それぞれが実践授業の中で仮

説を検証することとした。図５は検証授業

における指導案の例である。

１．どのくらいの回数コンビニに
買い物に行きますか？

35%

49%

11%
5% 毎日(週に４日以上)

１週間に１～３回

１ケ月に２～３回

めったに行かない

 

図２ コンビニの利用回数

表１ コンビニのお勧め調査結果

２ ， コ ン ビ ニ で よ く買 う も の は ？

2 6

1 2 3

5 9
7 0

2 6 2 7

0
2 0
4 0
6 0
8 0

1 0 0
1 2 0
1 4 0

雑
誌

・新
聞

飲
料

食
べ

物
(お

菓
子

類
)

食
べ

物
(弁

当
･ ｵ ﾆｷ ﾞ ﾘ

･ 麺
類

等

文
房

具
コ

ピ
ー

生
活

雑
貨

そ
の

他

商 品

人

数

３，コンビニで必ず見るところは？

67

35

21 17

0 0 0 2 4

0
10
20
30
40
50
60
70
80

雑誌・新
聞 飲料

食べ物(お
菓子類)

食べ物(弁
当･お

にぎり･麺
類等)

文房具
コピー

生活雑貨
すべて

その他

商品

人

数

図３ コンビニでの購入商品調査

図４ 興味や関心のある部分

４．コンビニのおすすめ商品があれば教えて下さい。
店名 商品名 理由 数
Ａ パン おやつに丁度いい。 3

おでん 19
Ｂ おにぎり 8
Ｃ ソフトクリーム 牛乳の味がそのままで濃い。 4
Ｄ 五目おにぎり 5
Ｅ パン 1
Ｆ ○○お菓子シリーズ １０５円なのに量があってよい。 1
Ｇ ﾊﾝﾊ゙ ｸー゙ 弁当 このハンバーグはすごくおいしい。 1
Ｈ ジャスミンティー 1

５．あったら嬉しいコンビニサービスやコンビニへの要望。
安くしてほしい。 15
新サービス 8
特になし 30

６．あなたにとってコンビニとは？
便利な所 32
無くては困る。 14
身近なもの 31
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図５ 指導案例



- 29 -

ア Ａ商業高校での実践

授業前アンケートの集計結果では、質問項目２（コンビニでよく買うものは？）にお

いて、飲料の割合が最も多い。また、質問項目３（コンビニで必ず見るもの）において

も飲料の割合が大きい。このことから、飲料はコンビニの中でも、特に生徒にとって身

近な物であると判断できる。コンビニで販売されている飲料を題材として検証授業を行

うこととした。検証授業は 「商品と流通」の授業で行った。この科目の学習内容は大き、

く３点ある。１点目は、消費者が欲しいと思う商品はどのような商品か、消費者はなぜ

その商品を欲しいと思うのか、顧客心理や消費者の特性について理解する。２点目は、

商品が生産されてから消費者の手元に届くまでの流通の経路やそのしくみについて理解

する。３点目は、商品や流通に関わるビジネスがどのように発達し、私たちの生活を便

利にしてきたのかについて研究する。

今回の研究テーマ「コンビニの教材化について」を研究するにあたって、この科目の

学習内容と研究テーマがほぼ一致している点、講義形式でなおかつ専門性の高さから指

導が難しい点、科目が新設されてから４年目と新しいことから指導事例や教材が少ない

点、この３つの理由により、商業の科目の中で検証授業に適切であると判断した。

従来ならば、教科書や資料集などを参考にさせ生徒に教授するという授業であるが、何

の疑いもなくこの事実を受動的に理解するのではなく、実際に身近なコンビニという題

材を使うことによって、もっと授業で積極的に考える姿勢が培われるであろうと考えた。

検証授業では「商品研究」という単元を扱っている。この「商品研究」は、商品の特性

や流通システムについて具体的に分析し、新たな商品開発や新ビジネスの可能性を模索

し、現在の商品と流通に関する問題点を探るという学習を行う。今回の検証授業では「デ

ザインやパッケージングが、消費者の購買意欲にどのような効果を与えるか」という学

習内容で実施した。この学習は、消費者が商品を購入するにあたり、商品の品質や価格

だけで選択するのではなく、商品のデザインやパッケージ、また広告効果や企業イメー

ジなどが、購買行動に大きな影響を与えるということを理解させる点が目標である。コ

ンビニの数ある商品の中で、今回ペットボトル入り緑茶を題材として取り上げた理由は、

類似した商品が数多く発売されている点、商品によって味の差が顕著でない点である。

このような商品は、品質だけではなく、商品デザイン、パッケージング、キャッチコピ

ー、ＣＭ広告など、宣伝効果がその売上にかかわる大きな要因であるという傾向があり、

学習内容を理解させるにあたり、一番適切であると判断したからである。コンビニでは

どのようなペットボトル入り緑茶が売れているのかを調べるところから始める。通常で

あれば、新聞社や広告代理店などが発表している売上高の統計資料を生徒に教材として

提示するが、今回は、コンビニからそのランキングを仮定させる作業を行わせた。具体

的には、コンビニの飲料コーナーに「コンビニ調査シート」を持参させ、調査を行わせ

た。そのシートには、①その中で一番美味しそうに感じたお茶はどれか、②どのような

所が美味しそうに思ったのか、③美味しそうと思ったお茶のイメージについて、④美味

しそうに思ったお茶は店内の飲料コーナーのどの辺りに陳列されていたか、以上の４つ
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の質問項目を挙げておいた。その結果を集

計すると、表２となった。上記の結果につ

いては、検証授業の冒頭に各生徒より調査結

果を発表させ、その場で集計を行った。実際

の新聞社の調査による平成17年上半期売上高

ランキングと自らの調査結果が合致していた

ことに生徒は驚きを感じている様子であっ

た。ここで、コンビニでは販売スペースが制

限されていることから、売上高ランキング上

位の商品のみ取り扱っていることや、特に売

上高トップの商品を集中的に目にとまりやす

い位置に陳列していること、また、そのお茶

のブランド認知度、評判、広告、パッケージ

デザインなどの味以外の要因が、その商品の

評価に大きく影響していることの解説を行

い、生徒の調査結果と新聞のランキングの合

致が偶然ではなく、ある程度は必然的であっ

たことを説明した。

次に、そのペットボトル入り緑茶の売上高

ランキングが、お茶の味や品質によって決定

しているものなのか、それとも先に学習した

ように、ブランド、評判、広告、パッケージ

デザインなど、味や品質以外の要因で決定し

ているものなのか、実際に実験することにした。先ほどの生徒によるコンビニ調査結果

および平成17年上半期売上高ランキングから、上位４銘柄である「緑茶イ 「緑茶ロ 、」、 」

「緑茶ハ 「緑茶ニ」について、銘柄を伏せて試飲させ、自分が飲んでいるお茶が何か」、

を答えさせることにした。

初めに、上記の４銘柄のお茶について、それぞれの銘柄とキャッチフレーズを紹介し

ながら、各銘柄について試飲（50ml）させ、

生徒に味を覚えさせるという作業を行った。

生徒には、このキャッチフレーズの意味は説

明せずに、大体のイメージとしてとらえるよ

う指示をした。これは先入観をあまりもたせ

ず、生徒自身で独自のイメージを確立させる

ためである。

次に、一人につき４つのＡ・Ｂ・Ｃ・Ｄの

記号を記入した紙コップを用意し、その中に

上記４銘柄のお茶を各コップに50mlを注いだ

①その中で一番美味しいそうに感じたお茶はどれか
順位 銘柄 票数

１位 緑茶イ 4
２位 緑茶ロ 3
３位 緑茶ハ 1

②どのような所が美味しそうに思ったか
１位 緑茶イ
いつも目に止まる位置に置いてあり、売れていると思った
普通のお茶に比べて苦くない
パッケージから美味しそうだと感じた
２位 緑茶ロ
濃そうでほろ苦い感じがよい
パッケージから美味しそうに思えた
一番有名で歴史がある
３位 緑茶ハ
パッケージデザインがよい

③美味しそうと思ったお茶のイメージについて
１位 緑茶イ
人気がある
とにかく有名
茶葉からこだわっていて、他とは違うお茶
２位 緑茶ロ
暑い日にぜひ飲みたいお茶
一番美味しいお茶
３位 緑茶ハ
パッケージデザインがよい

１位 緑茶イ
上から３段目に４列陳列（２票）
上から３段目に３列陳列（１票）
上から３段目に２列陳列してあった（１票）
２位 緑茶ロ
上から３段目に２列陳列してあった（２票）
上３段目に３列陳列してあった（１票）
３位 緑茶ハ
上から４段目に２列陳列してあった（１票）

④美味しそうに思ったお茶は店内の飲料コーナーの
どの辺りに陳列されていたか

表２ 事前アンケート集計結果

図６ 検証授業の様子
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ものを生徒に同じく試飲させた。これは授業

前に事前に準備したものであり、もちろん生

徒は、その中にどの銘柄のお茶が入っている

のかは全く分からない。そして、このＡから

Ｄのお茶が、それぞれ上記４種類のどのお茶

に該当するのかを答えさせた。その結果、完

全な正解を出すことができた者は１名であ

り、逆に１つも正解することができなかった

者は４名であった。まとめとして、この結果

から味だけではそのお茶を判断するのは難し

いと結論付け、やはり売上高ランキングは、ブランド、評判、広告、パッケージデザイ

ンなど、味や品質以外の要因で決定していると実証できるのではないかと、生徒に問い

かけを行った。

授業の最後に授業の感想を記入させたところ 「味以外の要素がやはり大きいと感じた 、、 」

「おいしさよりも、企業やブランドイメージで選ぶ人が多いと思った 「味以外の情報」、

で商品を判断していると実感した」というものがほとんどであった。

この検証授業後に実施した授業後アンケートより、授業を受けたすべての生徒が、授業

内容が理解できたと回答した。さらに、コンビニを取り上げたことで、授業が楽しく感

じられたと回答した生徒も７割を超えた。また、授業を行ってみても生徒からの意見や

質問がとても多かったことから、コンビニという教材に興味をもち、この授業内容を理

解して積極的に取り組んでいたと言えよう。このような結果が得られた背景として、身

近な題材を教材としたことは当然であるが、生徒が教材に対する知識や、学習内容を判

断できる充分な情報をもっていることがあげられる。

イ Ｂ商業高校での実践

科目： 情報処理」「

単元：情報の分析

学年：３学年合同

人数：２クラス計30名

コンビニのおにぎりに

対する生徒の意識調査を

表３のコンビニ調査シー

トを用いて行い、その結

果を表計算ソフトで表と

してまとめ、分析方法の

学習を行った。この授業

では教科書やプリントな

どからデータを生徒に与

図７ 検証授業の様子

表３ コンビニ調査シート
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え、そのデータを用いて情報処理につい

て学習することが多く、機械的な操作と

方法を学ぶことが中心となり、生徒にと

って受け身の授業となりやすかった。

検証授業では、事前に表３に示すコン

ビニ調査による事前調査を行い、検証授

業では表４に示す表計算ソフトに結果を

入力し、この集計結果をもとに、これら

のデータからどのような情報が得られる

。 、のかを検討しまとめることとした また

インターネットでコンビニのおにぎりに対する全国規模のアンケート結果なども活用し、

インターネットの結果と比較し、自分たちの結果とどのような違いがあるかも検討した。

生徒は、自分たちにとって意味のあるデータを活用することと、データを分析した様々

な結果に対し、それぞれの経験やもっている情報から判断が行えることから、積極的に

授業に参加する様子を確認することができた。さらに、事後の調査では、次のような意

見が出された。

・今まで学習した関数の復習もできた。

・自分たちの意見がデータとして取り入れられてよかった。

・いつもより真剣に取り組むことができた。

ウ Ｃ工業高校での実践

科目：機械工作 単元：機械材料の性質と種類

学年：２学年 人数：26名

この単元では、機械材料の性質と種類について学ぶ。機械材料というと馴染みが浅い

ので、身のまわりの材料に目を向けさせ、日ごろ学習していることが生活の中に生かさ

れていることで興味を引き出そうと考えた。

導入では事前にコンビニで見てきた商品や物品を一つずつ生徒全員に発表させ、そこ

に使われている材料を一緒に考えた。

そこで生徒が挙げた中で最も多かったプラスチックやペットボトルを取り上げ、非金

属材料の種類や性質、特徴や用途を講義し、教科書の内容と照らし合わせた。さらに、

ペットボトルのリサイクル（本校生徒の作業服等）についても触れた。

最後に、身のまわりにあるものと工業との関連や、他産業とのかかわりについても考

えさせ、講義内容と共にまとめた。

授業後アンケートの結果 約８割の生徒が 授業を楽しく感じた 約９割の生徒が 授、 「 」、 「

業内容を理解できた」と答えていることから、授業内容に興味・関心をもち、積極的に

参加しようとする姿勢を確認することができた しかし 自分なりに考え工夫した 新。 、「 」、「

しい発見があった」と答えている生徒は、約半数にとどまった。この点については、今

表４：授業用入力表
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後の授業研究及び教材開発の課題と受け止め、さらに生徒が主体的に考え、その結果が

反映される授業を展開できるよう、授業改善を図っていく。

エ Ｄ工業高校での実践

科目：電子回路 単元：電子回路素子 学年：３学年 人数：15名

本科目のねらいは、電子回路に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用す

る能力と態度を育てることにある。

本時の授業では、授業における教材づくりに生徒を参加させることにより、授業に対

する積極性を高めることを第一のねらいとした。まず、コンビニで電気エネルギーを利

用している器具について調査し、その結果から生徒が多く着目した題材を教材とするこ

とにした。その結果、生徒が照明器具に興味を示したことから半導体素子である発光ダ

イオードを題材として、実際に点灯させる演示実験を取り入れての検証授業を行った。

発光ダイオードの導入として、構造、発光原理、設計及び用途について説明し、点灯

回路の設計後、演示実験により発光ダイオードを点灯させてみせた。また、環境問題や

エネルギーの諸問題から、発光ダイオードを利用してのコンビニの新しい試みについて

も触れた。

検証授業後のアンケート調査では、総括的にとらえたところ、肯定的な意見は全体の

４割程度であり、通常の授業と大きな変化を認めることはできなかった。その原因とし

て、題材は身近であるが、授業の内容は専門的な部分が多く、生徒が授業内容について

の情報を多くもっているとは言えず、検証授業の設定に課題があったものと思われる。

今後は、生徒にとって身近な情報が有効に活用できる場面を検証し活用の在り方を検討

していく。

オ Ｅ農業高校での実践

科目：園芸デザイン 単元：色彩の基礎理論 学年：１学年 人数：２クラス計72名

農業科におけるコンビニの教材化は、学校設定科目である「園芸デザイン」にて、昨

年までの実際の授業での課題を改善することを目的として行った。ここでの課題は花壇

作成・寄せ植え等を行う際に色彩の基礎理論を理解せず、自分の主観のみでデザインを

行う生徒が多くいることで、理論に忠実にデザインを行うことの重要性を理解させるこ

とである。

まず、コンビニの看板と内装の色を調査させた。これは色の使い方と色のもつ意味を学

ばせるために行った。また、これと同時に環境との関わり、農業との関わりの２点を調

べさせた。これにより自分の行っている学習が実際に社会（他産業）とつながっている

のだと理解させ、今後の学習の動機付けとした。この調査結果により、看板には必ず白

が使われていること、内装は白を基調としていることが分かった。また、環境を考えた

商品や、農産物の利用などの社会（他産業）との関わりを確認することができた。

実際の検証授業では、調査結果をふまえ「色彩の基礎理論と他産業とのつながり」と題

して①白の効果（無彩色、調和を図る、広がり 、②農業とコンビニ（他産業）の関わり）
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を１時間行った。この結果より、授業内容はほぼ全員が理解し、多くの生徒がコンビニ

を題材とすることで授業を楽しく感じていると分かった。しかし、生徒一人一人が工夫

して授業に参加していると感じているとは言えず、また、新しい発見をしなかった生徒

も多かった。これは調査をやり慣れていないことから集計や考察を教員が行ってしまっ

たことや、自ら行っている学習に自信をもてないあらわれであると考えられる。

今後は花壇作成・寄せ植え等にとっていかに色彩が重要かを理解させ、これをもとに積

極的にものの見方を養わせるため、自ら調べる活動を増やして、自ら学ぶ姿勢を身に付

けさせたいと考える。

（３）授業後アンケート

今回行ったすべての検証授業にお

いて、授業後のアンケート（図８）

を実施した。アンケートでは、コン

ビニという身近な題材を用いた検証

授業に対する生徒の興味や関心の程

度を大まかに把握することを目的に

実施した。

４ まとめ －授業後アンケート－

授業後のアンケート結果（図９）か

ら 「コンビニを取り上げたことで楽、

しく感じられた 」に対し約73％ 「本。 、

日の授業内容が理解できた 」に対し。

約90％の生徒が肯定的な回答を行って

いる。このことから、生徒にとって身

近なものを教材化するなど、生徒が学

習内容などについて判断できる題材を

教材とするという試みは、生徒が授業に興味・関心をも

つための有効な方法と成り得る可能性を確認することが

できた。

コンビニを教材としたことが楽しかったと回答した生

徒の理由を図10に示す。結果では、コンビニでの調査が

授業で活用されたこと（回答のイ・ウ）や自分が学習

していることが社会と関わりをもっていることが分かっ

た（回答のエ）ことが全体の80％を超えており、授業に

参加できたことや自分が学習しいる内容が無意味なこと

ではなく、社会に関係が深いことを学んでいるという有益性が確認できたときに楽しいと

感じていることが分かる。このことは非常に重要なことで、生徒が授業に参加できる工夫

図８ 授業後のアンケート

図９ 授業後のアンケート調査結果

図 教材が楽しいと思った理由10

②の回答で、４・３と答えた人

ア

12%

イ

23%

ウ
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授業アンケート 生徒総数　１３５名

回答　　４．そう思う　 　　３．やや思う　 　　２．あまり思わない　 　　１．思わない　

質　問
① 本日の授業内容が理解できた。
② コンビニを取り上げたことで、楽しく感じられた。
③ 自分なりに考え、工夫ができた。
④ 将来役に立つ授業だと思った。
⑤ 自分の勉強が他産業(農業･工業･商業)と関わりがあることが分かった。
⑥ コンビニを調査することによって、新しい発見があった。

②の回答で、４・３と答えた人
ア コンビニに行くこと自体が楽しかった。
イ 自分のコンビニでの調査が、授業に活かされたから楽しかった。
ウ 調査から、集計・分析をしたこ授業が楽しく感じられた。
エ コンビニを取り上げたことで自分の勉強が社会と関わりをもっていることが分かった。
オ その他

②の回答で、２・１と答えた人
ア コンビニに行くのがめんどうだった。
イ いつもの授業の方が良い。
ウ その他
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と学習の意味を理解させることが、生徒の積極的な姿勢

を培い、主体性の伸長に深く関わっていることを示唆し

ていると考えられる。

一方で、コンビニを教材とした授業が楽しくなかった

と回答した生徒が30％いることにも注意が必要である。

理由を図11に示す。今回アンケートからは詳細な情報は

得られないが、否定的に回答した生徒のうち20％の生徒

は面倒くさい（回答のア）と回答し、75％の生徒が普段

の授業がよい（回答のイ）と回答している。特に普段の授業がよいとする回答には今回の

授業の改善点が含まれている可能性が高く、今後の授業改善のためにさらに調査を進める

必要性を認識することができる。

次に さらに他の質問に着目すると 自分なりに考え工夫ができた に対し約51％ 新、 、「 。」 。「

しい発見があった 」に対し約47％の生徒が肯定的に回答をしているが、全体の半数であり。

生徒の主体性を高めるための工夫が充分でない状況が浮かび上がっている。

これらの結果を総括すると、生徒が情報をもっている身近な教材を利用し、判断できる

内容を基本に教材を作成することは、興味・関心を高める点ではある程度の効果が期待で

きることを確認することができたが、自ら考え結論を得ようとする生徒の主体性の伸長を

図るためには、生徒に対する別の働きかけが必要なのではないかと考えられる。このこと

を課題として、さらに実践的研究を深めていくことが必要ではあるが、ここでは、生徒の

主体性を高めるための一つの指導法や教材解釈として、生徒の身近な題材を適切に活用し、

工夫することで生徒の授業に対する積極的な姿勢が培われることが確認できた。

５ 今後の課題

これまでの専門高校では少人数制や多様な選択科目等に代表されるように、生徒の興味

・関心に応じた教育活動が展開されてきた。しかし、その一方で、学習に対する興味や関

心がもてずにいる生徒も多いことは事実である。また、進級するにつれて専門的な内容が

増え、学習の積み上げを必要とする専門高校にとっては、このことは大きな課題ともなっ

ている。生徒の身近なものから教材を作成し、生徒一人一人に参加しているという意識を

もたせることが、この課題に対する一つのアプローチになると私たちは考えた。

これらのことから、身近な教材としてコンビニを取り上げ、各校で生徒が主体性を高め

る授業を展開した。しかし、社会の変化は著しく、生徒や学校等を取り巻く教育環境も変化

し続けている。そこで、私たちは今回の事例に限らず、生徒を取り巻く環境を把握し、生徒

の実態や興味・関心に合わせて身近なものを教材化し、個に応じた指導の一層の充実を図る

ことが、生徒の主体的な教育活動を展開するうえで重要な課題と受け止めるとともにこれが

年間の指導計画に位置付けられ、体系的な学習の一環として行うことが必要だと考える。そ

のためには、生徒の内発的な動機付けをもたらすための働きかけについて、研究を進め、実

践的試みの中で評価を繰り返し信頼性を確認することが必要となる。

図 教材に関心がない理由11

②の回答で、２・１と答えた人

ア

21%

イ

75%

ウ
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Ⅴ 成果と課題

１ 研究の成果

本年度の高等学校「農業・工業・商業」部会は「主体性を高める専門教育のあり方」を

共通の研究テーマに設定し研究活動を進めてきた。本部会は「農業・工業・商業」のそれ

ぞれの学科から研究員が参加しているが、部会を農工商と３学科に分けるのではなく、専

門教育というもう少し大きな枠でとらえ、研究を進めていくこととした。

研究の進め方として、主体性を高めるための研究の領域を「指導法 「資格取得 「教材」 」

開発」に設定し、それぞれを分科会ととらえてグループごとに研究を進めてきた。いずれ

のグループも、主体性という数値で変容を確認することが困難な概念をいかにとらえるの

かが一つの課題であった。

「指導法」のグループでは、専門高校の課題として学習の意義が見いだせない生徒や中

途退学者の問題に着目し、生徒に目的意識をもたせることで、学習に対する主体性が高ま

るとの仮説を設定し研究を進めてきた。グループでは、生徒の目的意識をどのような方法

や指導で高めることができるのかが大きな課題であったが、議論の末 「職業に対する考え、

方」という職業人・社会人としての態度やエチケットを含め、自身の将来や仕事について

真剣に考えることを中心とした指導を展開した。その結果、生徒が職業について前向きに

考え始めている様子を確認することができた。

「資格取得」のグループでは、資格取得の指導を通して、学習の意義や自身の職業につ

いて考える機会を充実させることで、目的意識を高め、さらには学習に対する主体性が高

まるのとの仮説をたて研究を進めてきた。資格取得のための指導は一方で、合格率を高め

ることが求められ、受験指導が中心となりがちである。そのような中で、学習の意義や自

身の職業について考える指導を展開することは相反する条件となり、適切な指導内容や方

法を計画することが一つの課題であった。指導内容や方法については課題も確認されてい

るが、今回の実践で、生徒の学習に対する積極的な態度の伸長を確認することができた。

「教材開発」のグループでは、専門高校での学習の内容が生徒の日常から乖離している

ことが学習を困難にしているのではないかとの判断から、生徒が考え判断できる題材をテ

ーマに生徒とともに教材開発を行うことで、生徒の学習に対する興味・関心を高め、主体

的に学習に参加する姿勢が培われるとの仮説を立て研究活動を展開してきた。学習内容の

専門性を確保しながら 「コンビニ」をテーマに教材開発を行うことが課題となった。今回、

の研究では、学習に対する生徒の積極的な姿勢が培われることが確認できた。

２ 今後の課題

今回の研究を通し、一定の成果は得られたものの、指導計画や指導案において、評価の

観点が一部不明確であったり、主体性の伸長を確認する方法などに課題が残された。さら

に、検証授業の回数にも制限があり、結果に対する信頼性をさらに高めていかなければな

らない。今後、個に応じた指導の一層の充実を図る中、更に継続した研究と検証を行って

いきたい。
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